


28名、59句の応募の中から、
「天」1句
「地」1句
「人」1句
「並」2句

の優秀作5句を松山でご活躍の俳人
櫛部天思先生にご選出いただきました。

多数のご応募をいただきありがとうございました。



選者 櫛部 天思 先生 のご紹介

櫛部天思（くしべ・てんし） 本名 櫛部隆志
昭和４２年 愛媛県生まれ

櫛部先生は学生時代から俳句に親しまれており、高校時代、大学時代の２度全国学生俳句
大会で推薦大賞を受賞しておられます。

平成元年より県立高校教諭として教壇に立たれており、現在は愛媛県立松山東高等学校に
て教鞭をとっておられます。

櫛部先生は様々な俳句活動をなさっておられます。代表例を挙げさせていただきますと、
平成16 年に 第10回「櫟（くぬぎ）賞」をご受賞
平成22 年に 日本学生俳句協会賞（一般の部）

をご受賞なさっておられます。



選者 櫛部 天思 先生 のご紹介

公益社団法人俳人協会の会員であり、平成24 年より愛媛県高等学校文化連盟文芸専門
部長を務められております。

また平成26 年より正岡子規生誕の地である松山の俳句会である「櫟」の副主宰も務めて
おられます。

一方、教育活動にも熱心に取り組んでおられ、赴任先の高校に俳句部を創設し、「俳句甲
子園」全国大会に挑戦させるといった活動を長く続けられており、第３回大会では伯方高
校を、第１２回大会では松山中央高校をそれぞれ全国優勝に導き、今年の第２３回大会で
は、現在の赴任先である松山東高にとって、８年ぶりの３位入賞に導くなど、俳句の指導と
普及にご尽力なさっておられます



結果発表



並



東京大学新領域創成科学研究科
横山達也 先生

おめでとうございます



「プラズマのむらさきの色 クリスマス」



「プラズマのむらさきの色 クリスマス」

横山先生コメント
「12月25日にNIFSでの実験が予定されています．プラズマの発光を見続けるクリスマスを思い，
詠みました．」



並



九州大学システム情報科学研究院
鎌滝晋礼 先生

おめでとうございます



「今昔の世界どよめく稲妻に」



「今昔の世界どよめく稲妻に」

鎌滝先生コメント
「太古の昔から、稲妻(いなずま/プラズマ)に対して、人類はその光や音にどよめいていた。そし
て、雷神が稲荷信仰の基底と言われるように、畏敬の対象でもあった。現在は、人類は、そのプ
ラズマを駆使して、核融合のようなエネルギー分野から、半導体分野、環境分野、食糧分野、医
療分野までの人類の生活や社会を支える基幹技術や知見を作り上げている。
このように、プラズマは昔から今、そして未来に至るまで、世界人類に希望の光としてどよめかし
続けるものであるという意味。」



人



九州大学総合理工学府
小島信一郎 先生

おめでとうございます



「秋の婚 恩師が語る 核融合」



「秋の婚 恩師が語る 核融合」

小島先生コメント
「私の結婚式で、恩師にスピーチをお願いしました。まさかのスピーチ内で恩師は、
私の紹介がてらに「核融合とは。。。」っと語り出しました。
おっとこれはまずいと思ったその時、核融合とは核力で反発する全く異なる二人が互いに
わかり合い、融合し一つの家庭をつくるのと同じ自然現象なのです。
そしてその時、大いなるエネルギーが生まれます。。。と
上手くまとめられたので、非常に感心、感動しました。」



地



自然科学研究機構 核融合科学研究所
相良明男 先生

おめでとうございます



「核融合 千年先の 天の川」



「核融合 千年先の 天の川」

相良先生コメント
「この天の川を見上げながら、千年先の人々は核融合が普通に違いない。 」



天



筑波大学大学院 システム情報工学研究科
嶋村耕平 先生

おめでとうございます



「爽やかに核の学者の名のホール」



嶋村耕平 先生
相良明男 先生
小島信一郎 先生 おめでとうございます
鎌滝晋礼 先生
横山達也 先生

後日、事務局より賞状と副賞（櫛部先生、松山コンベンショ
ンビューロ、愛媛大学のそれぞれより）をお送りいたします




